
放課後や週末等において、学校の余裕教室等を活用して全ての子どもたちの安全・安心な
活動場所を確保し、地域と学校が連携・協働して学習や様々な体験・交流活動の機会を定期
的・継続的に提供する取組。

放課後子ども教室等

地域学校協働活動推進員等

協働活動支援員
協働活動サポーター 等

（学習支援や多様なプログラムの実施、安全管理）

放課後児童クラブと連携した

放課後子ども教室 放課後児童クラブ
（厚生労働省）

「新・放課後子ども総合プ
ラン」として可能な限り一
体的にまたは連携して実施

地域住民や児童生徒の保護者、学生、社会教育団体、ＮＰＯ、企業など
地域全体で活動に参画・協力

○学習活動
宿題の見守り・指導
読み聞かせ

○体験活動
工作・実験教室
料理教室
スポーツ・文化活動

○交流活動
自由遊び
昔遊び
地域行事への参加

【活動の例】

（学校の余裕教室、体育館、グラウンド、公民館等を活用して様々な活動を実施）

多様なプログラム
の提供連携・協働

（取組の企画、担い手確保、全体調整）

放課後児童クラ
ブの児童が放課
後子ども教室の
取組に参加

参 画

各市町村：運営委員会

各学校区：地域教育協議会

学校運営協議会

学校区毎の協議会 等

地 域 住 民 等

○○小学校 放課後児童クラブ（月～土）

月

15:30～18:30
学校敷地内

専用施設

火

水

木

金

土 8:30～18:30

日 実施無し

○○小学校 放課後子ども教室（週１～２回）

月
実施無し

火

水 15:30～17:00 余裕教室

木
実施無し

金

土 10:00～12:00 公民館

日 実施無し

クラブの子どもも参加

クラブの子どもも参加

（毎週水曜日）
余裕教室で学習支援

（月1度）
公民館で昔遊び体験

「放課後児童クラブ」と
「放課後子ども教室」の

一体型のイメージ

➡同一または隣接の施設内
で両事業を実施し、児童ク
ラブの子どもを含むすべて
の子どもが放課後子ども教
室の活動（プログラム）に
参加できる。

放課後子ども教室 放課後児童クラブ

法的根拠 社会教育法第５条第２項 児童福祉法第６条の３第２項

対象児童 地域の子ども全般 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生

実施場所
学校の余裕教室等（校庭、体育館も含む）、公民館、児童館、その他社会教育
施設 等

専用施設、小学校の余裕教室、児童館、その他公的施設 等

利用料等 無料（ただし、保険料や教材費は別途自己負担の場合あり） 原則有料（県内では無償化している市町村あり）

スタッフ
地域学校協働活動推進員等、協働活動支援員、協働活動サポーター、特別支
援・共生社会サポーター 等

放課後児童支援員２名配置（うち１名は補助員可）

実施日数・時間 原則、年間200日以下、平日4時間以内、休業日8時間以内を標準とする 年間250日以上、平日3時間以上、休業日8時間以上

～放課後子ども教室と放課後児童クラブの違い～ ※あくまで一例です。各市町村、地域の実情やニーズ、またはそれぞれの放課後子ども教室・放課後児童クラブで異なります。


